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緒言 

最近, 我々は Pr0.9Sr0.1Mn1-xFexO3 (0≦x≦1)で

Mn-richよりFe-richの系で高い熱電特性を示し, 

特に, x = 1 において, 850K で ZT = 0.024 の P 型

熱電特性を確認した 1).そこで本研究では, A サ

イト置換された Fe 酸化物 Pr1-xSrxFeO3 (0.1≦x

≦0.9)に着目した. 拡張された Heikes の式を用

いてゼーベック係数の高温極限を見積もると, 

Fe が低スピン Fe3+と低スピン Fe4+で構成され

る場合, x≦0.3 で高い p 型の熱電特性が期待さ

れ, x≧0.8で高い n型の熱電特性が期待される. 

従って, 本研究では, Pr1-xSrxFeO3 (0.1≦x≦0.9) 

の結晶構造, 熱電特性, 及び, 磁性との相関関

係を調べ, 同一組成から構成される酸化物 PN

素子の可能性を探索することを目的とする. 

 

実験方法 

多結晶試料 Pr1-xSrxFeO3 (0.1≦x≦0.9) を一般

的な固相反応法を用いて, 1573K 酸素雰囲気中

48h 保持で焼結し作製した. 結晶構造は, 粉末

X 線回折データをリートベルト解析すること

により, x≦0.4でPbnm, x≧0.5でR-3cの空間群

を用いて評価した. 各物性の温度依存性は, 電

気抵抗率(ρ)は直流四端子法, ゼーベック係数

(S)は定常熱流法, 熱拡散率(α)はレーザーフラ

ッシュ法を用いて測定した. 熱伝導率(κ)はバ

ルク密度(d), 比熱(C), 及び, αより, κ = dCα, 

性能指数(Z)は Z = S2/ρκより評価した. また, 

磁化率(χ)は 700K 以下の温度範囲で測定した. 

 

結果と考察 

磁化率の逆数の温度依存性より, x≦0.7 で, 

Fe は中間スピン Fe3+, 低スピン Fe3+, 及び, 低

スピン Fe4+から構成し, x≧0.8 では, 低スピン

Fe3+と低スピンFe4+から構成する事が明らかに

なった. これは伝導を担うキャリアが, x の増

加に伴い, t2g及び eg軌道中の正孔から t2g軌道

中の電子に変化していることを示唆している. 

実際, x≧0.3 の全温度範囲では, 高い p 型のゼ

ーベック係数が, x≧0.7の全温度範囲では, n型

のゼーベック係数が観測された. Fig.1 に ZT の

温度依存性を示した. 特に, x = 0.7 で 850K に

おいて, ZT = 0.002 の n 型の熱電特性を示した.  

更なる材料探索により, 同一組成から構成さ

れる酸化物 PN 素子の可能性が期待される. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Temperature dependence of ZT for 0.1≦x≦0.9 
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